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二
○
○
五
年
に
京
都
議
定
書
が
発
効
し
、
地
球

温
暖
化
問
題
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
。
こ
こ
で

は
京
都
議
定
書
発
効
前
後
の
温
暖
化
対
策
の
展
開

を
「
開
発
途
上
国
支
援
と
地
球
規
模
の
市
民
社

会
」
と
い
う
視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
。

●
温
暖
化
問
題
と
開
発
途
上
国

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
今
後
途
上
国
が
貧
困
削

減
を
進
め
て
い
く
上
で
直
面
す
る
環
境
制
約
の
最

も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
表
１
は
京
都
議
定
書
発

効
以
降
の
主
な
動
き
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
こ
れ
ら
の
事
項
は
主
と
し
て
『
朝
日
新
聞
』〔
主

に
東
京
版
〕
の
記
事
に
基
づ
く
）。
京
都
議
定
書

以
前
に
は
途
上
国
は
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
先
進

国
の
責
任
を
認
め
さ
せ
、
先
進
国
に
削
減
義
務
を

求
め
る
点
で
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
京
都
議
定

書
以
降
、
こ
の
議
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
仕
組
み

が
多
様
な
利
害
を
提
示
す
る
た
め
に
、
途
上
国
内

部
に
分
裂
が
生
じ
て
き
た
（
以
下
の
部
分
は
参
考

文
献
②
に
基
づ
く
）。
途
上
国
の
大
勢
は
基
本
的

に
温
暖
化
削
減
義
務
を
負
う
こ
と
に
は
反
対
で
あ

っ
た
。
石
油
輸
出
に
頼
る
産
油
国
は
む
し
ろ
二
酸

化
炭
素
の
厳
し
い
規
制
を
避
け
る
よ
う
に
行
動
し

て
き
た
。
し
か
し
一
九
九
八
年
一
二
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

４
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
に
、
自
主
的
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
規
制
に
加
わ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
京
都
議
定
書
で
で
き
た
削
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
排
出
量
取
引
、
共
同
実
施
、
ク
リ
ー
ン
開
発

メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
に
参
加
し
て
、
資
金
や

技
術
の
流
入
を
期
待
す
る
国
も
で
て
き
た
。
ま
た

中
国
や
イ
ン
ド
の
よ
う
な
大
国
の
政
治
的
影
響
力

は
大
き
い
の
に
対
し
て
、
温
暖
化
に
よ
る
国
土
浸

食
と
い
う
被
害
を
受
け
る
国
々
の
同
盟
（
小
島
嶼

国
連
合
＝
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
は
政
治
的
影
響
力
が
小

さ
い
な
が
ら
も
温
暖
化
交
渉
に
参
加
し
て
き
た
。

最
近
で
は
中
国
の
よ
う
な
国
で
も
環
境
制
約
を
考

慮
し
た
発
展
を
理
念
と
し
て
表
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

●
温
暖
化
問
題
を
捉
え
る
視
点

温
暖
化
問
題
は
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
不
確
実
性
、

被
害
の
多
面
性
、
影
響
を
受
け
る
社
会
の
多
様
性

と
い
う
点
で
、
注
意
深
い
分
析
を
要
す
る
問
題
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
す
の
が
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

議
論
（
参
考
文
献
⑥
）
と
そ
れ
に
対
す
る
反
響
で

あ
る
。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
非
常
に
単
純
な
最
適
経

済
成
長
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
温
暖
化
対
策
の
費
用

便
益
を
計
算
し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
の
温
暖
化

対
策
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
費
用
と
の
対
応

関
係
を
明
確
に
し
よ
う
と
試
み
、
今
後
の
本
格
的

研
究
の
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
し
た
（
参
考
文
献

⑦
参
照
）。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
排
出
削
減
を
し
な

い
も
の
を
含
め
て
七
つ
の
ケ
ー
ス
の
消
費
割
引
現

在
価
値
を
求
め
て
い
る
。
排
出
に
対
す
る
規
制
な

し
の
基
準
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
一
九
九
○
年
水
準

（
あ
る
い
は
そ
の
八
○
％
）
に
ま
で
安
定
化
さ
せ

る
ケ
ー
ス
、
一
・
五
度
以
下
の
気
温
上
昇
に
す
る

気
候
安
定
化
ケ
ー
ス
は
経
済
的
不
利
益
を
も
た
ら

し
非
常
に
大
き
な
コ
ス
ト
増
加
と
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
気
候
変
動
の
緩
和
に
経
済
的
効
率
性
の
面

で
最
適
な
政
策
を
導
入
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
抜

本
的
な
技
術
革
新
に
よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
温

暖
化
効
果
を
緩
和
す
る
ケ
ー
ス
は
、
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
が
、
純
利
益
が
得
ら
れ
る
。
ノ
ー
ド
ハ

ウ
ス
の
モ
デ
ル
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
世
界

経
済
へ
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
し
、
温

暖
化
抑
制
政
策
の
コ
ス
ト
は
抑
制
割
合
が
低
い
時

に
は
低
く
、
抑
制
割
合
が
大
き
く
な
る
に
従
っ
て

急
激
に
大
き
く
な
る
。
こ
の
理
由
は
温
室
効
果
ガ

ス
は
既
に
排
出
さ
れ
て
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
、
温

室
効
果
ガ
ス
と
温
暖
化
の
関
係
は
非
線
型
関
係
に

あ
る
の
で
、
温
暖
化
抑
制
の
効
果
は
小
規
模
に
止

温
暖
化
問
題
│
地
球
市
民
社
会
の
課
題
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ま
る
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
、
邦
訳
七
五
〜

九
五
ペ
ー
ジ
）。

地
球
温
暖
化
対
策
の
費
用
便
益
分
析
を
行
い
抑

制
効
果
は
小
さ
い
と
し
た
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
議
論

は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
セ

ン
は
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑧
）。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の
研
究
は
地
球
温
暖

化
に
対
し
て
何
も
し
な
い
と
い
う
現
状
維
持
に
対

し
て
マ
イ
ル
ド
な
批
判
を
行
う
と
と
も
に
、
排
出

水
準
の
安
定
化
を
求
め
る
議
論
に
対
す
る
厳
し
い

批
判
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
た
と
え
ノ
ー
ド

ハ
ウ
ス
の
計
算
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
な
お

重
要
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
現
在

の
社
会
の
状
況
が
適
切
に
分
析
の
中
で
記
述
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
に
と
っ
て

社
会
的
選
択
の
原
則
は
十
分
に
公
正
な
も
の
で
あ

る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

モ
デ
ル
で
は
社
会
の
状
況
は
人
口
一
人
当
た
り
の

消
費
で
表
現
さ
れ
、
各
国
の
消
費
は
市
場
価
格
で

集
計
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
世
代
内
の
不
平
等
、

特
に
豊
か
な
国
と
貧
し
い
国
の
格
差
を
同
時
に
考

慮
し
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
先
進
国
の
生
産

者
が
環
境
資
源
に
依
存
し
て
経
済
活
動
を
し
て
い

る
一
方
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
西
・
中
央
ア
フ

リ
カ
の
よ
う
に
貧
し
い
国
、
小
国
が
深
刻
な
損
失

を
受
け
る
と
い
う
不
均
等
な
状
況
は
、
世
界
全
体

の
生
産
量
や
一
人
当
た
り
消
費
に
焦
点
を
当
て
る

だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
側

面
を
明
ら
か
に
し
て
い
け
ば
温
暖
化
に
伴
う
政
治

的
交
渉
を
進
め
る
に
も
有
用
で
あ
ろ
う
。
ま
た
地

球
全
体
の
集
計
を
行
う
に
も
、
一
人
当
た
り
所
得

年月日 事項

2004 年 11 月 5日 ロシア・プーチン大統領京都議定書批准法に署名（2004 年 11 月 6日『朝日新聞』朝刊 1面）。

2005 年 2月 16 日 京都議定書発効（2005 年 2月 11 日『朝日新聞』朝刊 15面）。

2005 年 5 月 18 日 2005年度からの温室効果ガスの自主的排出権取引制度に34事業所参加決まる。環境省からの補助金26億円で省エネ事業（2005
年 5月 18 日『朝日新聞』夕刊 3面）。

2005 年 5月 26 日 環境省、2003 年度の日本の温室効果ガス 90年比 8.3%増加と発表（2005 年 5月 27 日『朝日新聞』朝刊 12面）。

2005 年 6 月 21 日 日本政策投資銀行、中国国家開発銀行と協力して中国での温暖化ガスの排出権取引事業強化（2005年6月21日『朝日新聞』朝刊）。

2005 年 7月 6日 英グレンイーグルスで主要国首脳会議（G8サミット）。G8と中国やインドなど途上国 6カ国が共同で取り組む地球温暖化対
策「グレンイーグルス行動計画」採択（数値目標や義務付けは伴わない）（2005 年 7月 10 日『朝日新聞』朝刊 3面）。

2005 年 7月 27 日 ブッシュ大統領、米国、日本、中国、韓国、インド、豪州の 6カ国が協力して温暖化問題に取り組む「アジア太平洋パートナ
ーシップ」の創設を発表（2005 年 7月 28 日『朝日新聞』夕刊 1面）。

2005 年 8 月 15 日 日揮、二酸化炭素排出権取引に参入発表（2005 年 8月 16 日『朝日新聞』朝刊 6面）。

2005 年 8 月 28 日 ニューヨークなど米東部 9州は発電所から排出される二酸化炭素の排出量を 2020 年までに現行水準より 10%削減することを
義務付けた州法の制定を目指すことで基本合意（2005 年 8月 29 日『朝日新聞』夕刊 2面より）。

2005 年 9 月 2 日 サントリー、温室効果ガスの排出権を獲得するために世界銀行が運営する「バイオ基金」など 2基金と契約締結（2005 年 9 月
2 日『朝日新聞』朝刊 11面）。

2005 年 10 月 11 日 中国共産党第 16 期中央委員会第 5回全体会議は 2006 年から 10 年までの「第 11 次 5カ年計画」の基本方針を採択し閉幕した。
現在にくらべてエネルギー消費量を今後 5年間に約 20%削減するという目標（2005 年 10 月 12 日『朝日新聞』朝刊 7面）。

2005 年 10 月 20 日
　

新日本製鉄と三菱商事は京都議定書に基づいて中国山東省にあるフロン製造大手企業の山東東岳化工から温室効果ガスの排出
権を獲得すると発表（2005 年 10 月 21 日『朝日新聞』朝刊 13面）。

2005 年 11 月 28 日 京都議定書締約国会合（COPMOP1）、カナダ・モントリオールで開かれる（2005 年 11 月 23 日『朝日新聞』朝刊 15面）。

2005 年 12 月 10 日 COPMOP1 モントリオール行動計画採択（2005 年 12 月 11 日『朝日新聞』朝刊、2005 年 12 月 11 日『毎日新聞』朝刊等を参照）。

表１　京都議定書発効前後の温暖化対策の展開

（出所）『朝日新聞』等の記事に基づいて筆者作成。
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の
格
差
に
応
じ
た
評
価
方
法
（
シ
ャ
ド
ウ
プ
ラ
イ

ス
）
を
使
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
地
球
温
暖

化
の
損
失
の
計
算
は
、
平
均
的
に
予
想
さ
れ
る

（
事
実
と
は
違
っ
た
仮
想
的
な
）
シ
ナ
リ
オ
か
ら

の
乖
離
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
球

温
暖
化
の
損
失
の
大
部
分
は
、
急
激
で
特
定
の
地

域
に
集
中
し
た
災
害
の
よ
う
な
形
で
起
こ
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
温
暖
化
の
影
響
の
平

均
的
な
生
産
量
や
消
費
量
に
対
す
る
影
響
だ
け
を

計
算
し
て
い
る
だ
け
で
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
、
温
暖
化
の
損
失
は
財
や
消
費
以
外
の

広
い
範
囲
の
生
活
水
準
全
般
、
た
と
え
ば
健
康
や

居
住
パ
タ
ー
ン
の
変
化
な
ど
に
も
強
く
表
れ
る
。

も
し
地
球
温
暖
化
問
題
の
決
め
手
に
な
る
よ
う
な

分
析
を
行
う
な
ら
、
生
活
全
体
の
問
題
が
売
買
さ

れ
て
い
る
財
の
統
計
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

も
っ
と
経
済
学
に
近
い
立
場
か
ら
の
批
判
も
あ

る
。
た
と
え
ば
ダ
ス
グ
プ
タ
は
ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
の

社
会
的
割
引
率
の
適
用
に
問
題
点
を
見
て
い
る

（
参
考
文
献
⑤
、pp.183-185

）。
理
想
的
な
社
会

で
は
消
費
利
子
率
が
投
資
の
私
的
収
益
率
に
等
し

く
、
こ
れ
が
投
資
の
社
会
的
割
引
率
に
一
致
す
る
。

ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
は
今
後
も
世
界
経
済
の
正
の
成
長

が
見
込
め
る
と
い
う
想
定
の
下
で
正
の
割
引
率
を

使
用
し
、
温
暖
化
の
将
来
の
損
失
を
低
く
割
り
引

い
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
将
来
の
産
出
量
が
低

下
し
て
い
く
な
ら
ば
、
む
し
ろ
負
の
割
引
率
を
使

っ
て
将
来
の
温
暖
化
の
損
失
を
現
在
の
費
用
に
比

較
し
て
大
き
く
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
な
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
経
済
学
の
議
論
を
正
し
く

用
い
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
の
損
失
を
も
っ
と
精
密

に
評
価
で
き
る
と
ダ
ス
グ
プ
タ
は
考
え
る
。
も
っ

と
も
、
割
引
率
が
低
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
な
い
。
将
来
の
収
益
を
低
く
割
り
引
く
こ
と
は
、

低
い
将
来
収
益
し
か
生
ま
な
い
非
生
産
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
許
容
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
持
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
現
実
の
不
完
全
な
経
済
で
は
消
費

利
子
率
、
投
資
の
私
的
収
益
率
、
投
資
の
社
会
的

割
引
率
の
均
等
関
係
も
成
立
し
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
も
有
功
な
指
針
を
出
せ
る
経
済
理
論
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
京
都
議
定
書
以
降
の
動
き

二
○
○
一
年
一
一
月
一
○
日
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
京
都
議
定
書
を
め
ぐ
る
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
第
七
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
）
が

開
か
れ
、
議
定
書
の
運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
基

本
的
合
意
が
成
立
し
た
（
二
○
○
一
年
一
一
月
一

○
日
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
）。
こ
の
中
で
は
途
上

国
支
援
と
し
て
、
特
別
気
候
変
動
基
金
、
途
上
国

の
温
暖
化
防
止
活
動
を
支
援
す
る
基
金
の
設
立
、

批
准
し
た
途
上
国
の
具
体
的
な
温
暖
化
適
応
事
業

を
支
援
す
る
京
都
議
定
書
適
応
基
金
の
設
立
、
議

定
書
を
批
准
す
る
先
進
国
が
資
金
支
援
へ
の
意
思

を
政
治
宣
言
で
表
明
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

先
進
国
の
温
暖
化
対
策
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

先
進
的
な
試
み
を
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ

ス
は
二
○
○
一
年
か
ら
気
候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
気
候
変
動
税
、
気
候
変
動
協
定
、
排
出
権
取
引

制
度
）
を
導
入
し
て
い
る
（
二
○
○
四
年
二
月
一

九
日
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
及
び
参
考
文
献
①
、
一

○
七
ペ
ー
ジ
参
照
）。
二
○
○
五
年
一
二
月
五
日

に
は
欧
州
連
合
欧
州
委
員
会
が
欧
州
一
五
カ
国
を

あ
わ
せ
た
二
○
一
○
年
時
点
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
つ
い
て
、
京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
を
達

成
で
き
る
見
通
し
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る

（
二
○
○
五
年
一
二
月
六
日
『
東
京
新
聞
』
朝

刊
）。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
二
酸
化
炭
素
排

出
量
増
加
が
続
き
、
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
を

危
ぶ
む
見
方
も
あ
る
（
二
○
○
五
年
一
二
月
五
日

『
東
京
新
聞
』
夕
刊
な
ど
）。

●
新
し
い
課
題

京
都
議
定
書
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
よ
う

に
ル
ー
ル
や
目
標
を
定
め
、
自
ら
責
任
を
負
う
と

い
う
行
動
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
地
球
規
模
の
市

民
社
会
の
形
成
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
温
暖
化
対
策
と
開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減

と
い
う
問
題
に
限
っ
て
も
、
難
し
い
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
第
一
は
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
、
九
〜
一
三
ペ

ー
ジ
）。
温
暖
化
に
し
て
も
貧
困
削
減
に
し
て
も

市
場
経
済
を
基
本
と
す
れ
ば
、
国
際
機
関
や
政
府

が
負
っ
た
課
題
を
担
う
能
力
は
限
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
最
貧
国
が
排
出
削
減
義
務
を
負
わ
な
い
の
は

わ
か
る
と
し
て
も
、
途
上
国
の
中
に
は
経
済
成
長

を
達
成
し
て
き
た
国
も
あ
り
、
従
来
の
よ
う
に
途

上
国
が
先
進
国
の
責
任
を
追
及
す
る
と
い
う
だ
け

で
は
地
球
規
模
の
ル
ー
ル
作
り
は
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ル
ー
ル
の
間
の

調
整
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
貿
易
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
温
暖

アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）─2627─アジ研ワールド・トレンド No.125（2006．２）



特
集

特集／貧困削減─先進国に向けられる目

化
対
策
は
京
都
議
定
書
、
途
上
国
支
援
と
開
発
協

力
は
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
い
う
地
球
規
模
の

ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
京
都
議
定

書
に
関
連
し
て
本
格
化
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
と

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
と
の
間
に
は
多
く
の
未
解
決
の
対

立
点
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

③
）。第

三
は
目
標
設
定
期
間
を
越
え
た
長
期
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
京
都
議
定
書
は
二
○
○
八
年
か
ら

二
○
一
二
年
ま
で
の
第
一
約
束
期
間
に
お
け
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
国
別
排
出
削
減
目
標
を
決
め
て
い

る
（
参
考
文
献
①
、
一
○
一
ペ
ー
ジ
）。
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
は
二
○
一
五
年
ま
で
の
貧
困
削
減

目
標
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
温
暖
化
問
題
も
貧

困
削
減
も
、
こ
れ
ら
の
目
標
達
成
だ
け
で
解
決
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
二
○
○
五
年
一
一
月
二
八
日

か
ら
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
京
都
議
定

書
の
締
約
国
会
合
で
は
ア
メ
リ
カ
の
復
帰
、
現
在

削
減
義
務
の
な
い
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
途
上
国
の

動
向
、
削
減
義
務
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
国
に
対

す
る
罰
則
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
京
都
議
定
書
の
運

用
ル
ー
ル
、
さ
ら
に
議
定
書
が
対
象
に
し
て
い
な

い
二
○
一
三
年
以
降
の
期
間
の
対
応
な
ど
が
テ
ー

マ
に
な
っ
た
（
二
○
○
五
年
一
一
月
二
八
日
『
朝

日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
『
朝

日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
『
毎

日
新
聞
』
朝
刊
「
社
説
」
参
照
）。
結
局
、
全
て

の
国
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ル
ー
ル
を
構
築
す
る
に
は
信
頼
と
建
設
的
な
議
論

が
国
際
交
渉
の
場
で
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
は
竹
内
敬
二
氏
の
指
摘
の
よ

う
に
、
温
暖
化
問
題
に
お
い
て
、
先
進
国
が
京
都

議
定
書
で
決
ま
っ
た
約
束
を
誠
実
に
、
そ
し
て
速

や
か
に
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
（
参
考
文

献
②
、
二
二
九
ペ
ー
ジ
）。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）

﹇
付
記
﹈
京
都
議
定
書
第
一
回
締
約
国
会
合
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｏ
Ｐ
19
は
昨
年
一
二
月
一
○
日
、
議
定

書
の
対
象
範
囲
外
で
あ
る
二
○
一
三
年
以
降
の

先
進
国
の
温
暖
化
防
止
策
の
枠
組
み
を
二
○
○

六
年
か
ら
協
議
す
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
を

含
む
全
て
の
国
が
参
加
す
る
長
期
的
な
温
暖
化

対
策
に
つ
い
て
対
話
す
る
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

行
動
計
画
」
を
採
択
し
た
（
二
○
○
五
年
一
二

月
一
一
日
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
二
○
○
五
年

一
二
月
一
一
日
『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
等
を
参

照
）。
本
稿
は
二
○
○
五
年
一
二
月
七
日
時
点

ま
で
の
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
多
く
の

課
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
京
都
議
定
書
以
降
の

枠
組
み
に
も
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
だ
と
評

価
で
き
る
だ
ろ
う
。
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